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国
際
女
性
デ
ー
の
３
月
８
日
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た

め
の
第
11
回
学
習
会
」
を
東
京

の
連
合
会
館
大
会
議
室
で
開
催

し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か

ら
は
益
子
、
河
野
両
女
性
幹
事

ら
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
ぜ
「
老
い
支
度
」
か
。
85

歳
ぐ
ら
い
ま
で
生
き
る
と
思
う

の
は
親
の
世
代
の
寿
命
感
。
今
、

死
亡
者
数
が
最
も
多
い
年
齢
は

女
性
93
歳
、
男
性
88
歳
。
し
か

も
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
で
亡
く

な
る
の
は
２
割
弱
、
８
割
は
ヨ

タ
ヘ
ロ
の
時
期
が
あ
り
、
誰
か

の
世
話
に
な
る
。
子
ど
も
の
世

話
に
な
ら
な
い
と
思
う
人
が
圧

倒
的
に
多
く
、
「
世
話
に
な
る
」

と
言
っ
た
と
た
ん
に
丸
投
げ
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

で
は
、
ど
う
す
る
か
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
読
み
取
る
力
が
あ

り
、
足
腰
が
強
く
施
設
見
学
が

で
き
る
う
ち
に
情
報
を
集
め
て

お
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
最
後
ま
で
一
人
暮
ら
し
が
で

き
る
」
の
は
、
ガ
ン
な
ど
で
は

可
能
で
増
え
て
は
い
る
が
、
認

知
症
で
出
来
る
ケ
ー
ス
は
少
な

い
。
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
で
オ

プ
シ
ョ
ン
料
金
が
必
要
に
な
る
。

在
宅
だ
と
病
気
の
時
の
食
事
問

題
な
ど
を
具
体
例
で
話
さ
れ
ま

し
た
。

最
低
限
、
自
分
が
意
思
決
定

で
き
な
い
時
に
誰
に
決
め
て
も

ら
い
た
い
か
を
決
め
る
。
娘
か

息
子
か
。
そ
れ
を
相
互
に
了
解

し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ

と
指
摘
。
ど
こ
で
誰
か
ら
の
世

話
を
受
け
た
い
の
か
を
決
め
る
。

決
め
た
こ
と
を
変
え
て
も
良
い
。

決
め
な
い
と
情
報
が
入
っ
て
来

な
い
。
在
宅
で
あ
れ
ば
、
24
時

間
の
巡
回
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
、

要
介
護
１
で
何
回
受
け
ら
れ
る

の
か
、
訪
問
診
療
は
あ
る
か
な

ど
様
々
な
情
報
に
敏
感
に
な
る
。

施
設
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
ら
施

設
見
学
も
し
て
、
や
っ
ぱ
り
施

設
は
だ
め
だ
と
思
え
ば
在
宅
に

変
え
れ
ば
良
い
。
75
歳
を
過
ぎ

た
ら
決
め
て
動
く
こ
と
を
強
調

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
依
存
先
の
選
択
肢
が

多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
依
存
度
が

浅
い
こ
と
が
自
立
で
あ
り
、

「
自
分
の
意
向
・
の
ぞ
み
」
を

持
っ
て
、
で
き
な
い
こ
と
は
人

に
支
援
を
求
め
る
、
助
け
を
求

め
る
力
を
ど
う
つ
け
る
か
が
非

常
に
大
き
な
課
題
に
な
る
と
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
家
族
の
力
、
個
人
の

力
が
今
日
ほ
ど
弱
っ
た
時
代
に

は
、
社
会
的
制
度
が
重
要
だ
と

し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪

の
動
き
に
触
れ
、
わ
が
身
の
こ

と
と
し
て
制
度
の
問
題
に
取
組

む
こ
と
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

村
田
き
ょ
う
こ
参
議
院
議
員

は
、
３
月
に
入
り
２
０
２
３
年

通
常
国
会
に
お
い
て
、
公
聴
会

で
の
質
疑
を
１
回
、
委
員
会
で

の
一
般
質
疑
を
２
回
、
令
和
５

年
度
予
算
に
対
す
る
討
論
を
委

員
会
と
本
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
し
た
。
経
済
産
業
委
員
会

で
の
今
国
会
初
質
疑
、
予
算
委

員
会
で
の
質
疑
、
そ
し
て
本
会

議
で
も
登
壇
し
、
充
実
し
た
議

会
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

３
月
９
日
、
今
国
会
初
の
質

疑
を
経
済
産
業
委
員
会
で
行
い

ま
し
た
。
「
日
本
経
済
と
も
の

づ
く
り
」
「
構
造
的
な
賃
上
げ

と
人
材
の
定
着
」
「
特
別
高
圧

契
約
企
業
へ
の
支
援
」
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

３
月
20
日
、
予
算
委
員
会
で

初
め
て
質
疑
に
立
ち
、
①
「
物

価
上
昇
を
超
え
る
賃
上
げ
」
実

現
の
た
め
の
支
援

②
政
府
が
提

唱
す
る
「
構
造
的
な
賃
上
げ
」

の
内
容

③
金
利
が
上
昇
す
る
中

で
の
住
宅
ロ
ー
ン
や
奨
学
金
返

済
へ
の
懸
念

④
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
関

連
の
政
策
に
対
す
る
政
府
の
本

気
度
に
つ
い
て
、
所
管
の
大
臣

や
参
考
人
に
政
府
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

３
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
予

算
委
員
会
と
本
会
議
で
は
、
令

和
５
年
度
予
算
案
に
関
す
る
討
論

に
立
ち

①
時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
質
の
高
い
防
衛
力
整
備
が
必
要

②
中
小
企
業
対
策
費
や
農
林
水
産

関
係
予
算
が
減
少
し
て
い
る

③
子

供
子
育
て
支
援
の
全
貌
が
見
え
な

い

④
岸
田
内
閣
が
目
指
そ
う
と
す

る
社
会
像
が
明
ら
か
で
な
い
。

以

上
４
つ
の
観
点
か
ら
、
党
と
し
て

反
対
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。

(

「
村
田
き
ょ
う
こ
マ
ン
ス
リ
ー
レ

ポ
ー
ト
」
よ
り)

Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
主

催
の
第
７
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流

会
が
４
月
12
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
、
去
年
は
雨

で
中
止
、
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し

た
。

<

裏
面
に
続
く>

退
職
者
連
合
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た
め
の
学
習
会

「
就
活
」
と
は
違
う
「
老
い
支
度
」

日
本
退
職
者
連
合
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た
め
の
学

習
会
を
開
催
、
講
演
テ
ー
マ
「
人
生
百
年
時
代
の
高
齢
者
の
暮

ら
し
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
」
を
福
祉
社
会
学
者
の
春
日

キ
ス
コ
さ
ん
か
ら
、
調
査
や
活
動
の
豊
富
な
実
例
を
交
え
、

「
終
活
」
と
は
違
う
「
老
い
支
度
」
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
話
で
し
た
。
（
会
長

大
山
勝
也
記
）

村
田
き
ょ
う
こ
議
員

予
算
委
員
会
、
本
会
議
で

質
問
に
立
つ

千葉

３
年
ぶ
り
に
「
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
」
交
流
会
を
開
催

蝦
名
秀
信

通
信
員
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裏
面
か
ら
続
く>

当
日
は
、
曇
り
予
報
で
、
強
風
、

黄
砂
、
花
粉
の
注
意
報
満
載
の

状
況
で
、
マ
ス
ク
し
て
、
何
回

も
帽
子
を
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
、

悪
戦
苦
闘
の
プ
レ
ー
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
成
績
は
、
ア
ル
バ
ト

ロ
ス
１
人
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

２
人
の
記
録
が
で
ま
し
た
。
参

加
者
全
員
そ
れ
に
は
、
驚
き
嬉

し
さ
を
分
か
ち
合
い
、
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
や
れ
ば
で
き
る
、
何
か
を

や
れ
ば
、
何
か
が
起
こ
る
」
を

実
感
し
た
１
日
で
し
た
。

４
月
14
日
の
毎
日
新
聞
朝
刊

に
①
連
合
組
合
員
５
年
ぶ
り
に

７
０
０
万
人
割
れ
、
②
日
本
経

済
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
「
失
な
わ

れ
た
30
年
」
、
③
志
村
け
ん
の

名
言
と
さ
れ
る
「
待
っ
て
い
た
っ

て
、
何
も
起
こ
ら
な
い
」
。

こ
の
３
つ
の
記
事
そ
れ
ぞ
れ

違
う
内
容
で
し
た
が
真
意
は
同

じ
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
は
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
岐
阜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
４
月
１
日
（
土
）
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
岐
阜
に
て
、
「
介
護
保
険

制
度
の
現
状
と
今
後
の
動
向
」

を
テ
ー
マ
に
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
日

本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
会

長
の
染
川
朗
氏
（
日
本
介
護
ク

ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
介
護
業

界
で
働
く
人
の
幸
せ
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
る
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
類
を
見
な
い
職
業
別
労

働
組
合
）
を
講
師
に
招
き
、
51

名
の
方
に
参
加
を
頂
き
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
社
会
に
、
高
齢
者
と
そ

の
家
族
を
支
え
る
介
護
保
険
制

度
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
も
の
で
す
。
２
０
２
５
年
に

は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
り
介
護
保
険
制
度
が
ど
の
よ

う
に
社
会
保
障
審
議
会
で
話
し

合
わ
れ
、
ど
う
改
正
さ
れ
る
の

か
大
変
心
配
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
今
回
は
、
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

講
演
で
は
①
介
護
保
健
制
度

の
現
状
、
②
高
齢
化
の
進
展
に

伴
っ
て
保
険
料
の
中
長
期
的
な

伸
び
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
被

保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た

保
険
料
設
定
を
ど
う
し
て
行
く

の
か
等
々
の
介
護
保
健
制
度
の

課
題
と
論
点
を
指
摘
し
て
頂
き

ま
し
た
。

染
川
講
師
よ
り
要
介
護
状
態

又
は
要
支
援
状
態
と
な
る
割
合

が
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
高

く
な
り
制
度
を
知
っ
て
（
介
護

知
識
）
、
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
任
せ
ら
れ
る
信
頼
で

き
る
プ
ロ
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

得
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
介

護
保
険
制
度
を
支
え
て
い
る
国

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
も
必
要
。

今
回
の
研
修
会
で
、
ど
う
し

た
ら
介
護
制
度
を
本
当
に
世
の

中
の
た
め
に
な
る
も
の
に
で
き

る
の
か
と
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
に

な
る
と
嬉
し
い
で
す
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
神
奈
川
シ
ニ
ア
は
、

２
月
３
日
、
役
員
３
名
が
参
加

し
、
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
な
が

わ
」
に
お
い
て
寄
贈
食
品
の
検

品
・
仕
分
け
・
米
の
袋
詰
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
な
が
わ
」

は
、
２
０
１
８
年
３
月
に
神
奈

川
県
労
働
者
福
祉
協
会
、
連
合

神
奈
川
、
神
奈
川
県
生
活
協
同

組
合
連
合
な
ど
の
組
織
が
立
ち

上
げ
た
、
食
品
ロ
ス
を
少
な
く

し
、
社
会
に
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
団
体
で
す
。
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
か
な
が
わ
」
の
モ
ッ

ト
ー
は
、
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
「
分
か
ち
合
い
」
・
「
あ
り

が
と
う
」
を
通
じ
て
地
域
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、
社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
に
、

子
ど
も
食
堂
や
困
窮
世
帯
に
無

償
で
提
供
し
「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
目
指
す
」
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

か
な
が
わ
」
で
取
り
扱
っ
て
い

る
寄
贈
食
品
は
、
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
２
０
２
３
年
１
月
末

で
２
８
７
ト
ン
に
達
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
、
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
か
な
が
わ
」
で
は
少
人
数
の

ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

支
援
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
Ｍ
神
奈
川
シ
ニ
ア
も
神
奈
川

シ
ニ
ア
連
合
か
ら
の
要
請
を
受

け
参
加
し
ま
し
た
。

２
月
２
日
、
田
町
交
通
ビ
ル

で
、
東
京
高
退
連
主
催
の
学
習

会
が
開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ
は

「
統
一
教
会
と
政
治(

自
民
党)

」

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
有
田
芳

生
氏
（
前
参
議
院
議
員)

が
講

演
を
さ
れ
、
各
退
職
者
組
織
か

ら
計
１
５
２
名
の
参
加
を
得
て
、

東
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
、
長

岡
会
長
、
岩
本
副
会
長
、
小
川

事
務
局
長
、
平
木
幹
事
ら
４
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

昨
年
の
７
月
８
日
、
奈
良
市

で
の
安
倍
元
首
相
襲
撃
事
件
で
、

思
い
が
け
ず
霊
感
商
法
・
合
同

結
婚
式
で
知
ら
れ
た
統
一
教
会

と
自
民
党
の
異
常
な
る
依
存
関

係
を
露
呈
し
ま
し
た
。
事
件
か

ら
７
ヶ
月
、
い
ま
メ
デ
ィ
ア
は

殆
ん
ど
取
り
上
げ
ま
せ
ん
が
、

改
め
て
襲
撃
事
件
の
真
相
と
そ

れ
ら
が
明
ら
か
に
し
た
統
一
教

会
と
自
民
党
と
の
関
係
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
内
容
で
し
た
。

有
田
氏
は
冒
頭
、
事
件
の
詳

細
を
話
さ
れ
、
襲
撃
直
後
に
山

上
容
疑
者
が
韓
鶴
子
総
裁
の
名

前
を
出
し
た
こ
と
、
こ
れ
が
事

件
の
本
質
で
あ
る
。
安
倍
元
首

相
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
の

「
家
庭
が
大
事
」
発
言
が
動
機

に
な
っ
た
と
、
以
下
霊
感
商
法
、

高
額
献
金
、
合
同
結
婚
式
、
教

義
に
よ
る
養
子
縁
組
問
題
、
等

に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
文
鮮
明
教
祖
の

生
い
立
ち
遍
歴
に
触
れ
、
日

本
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
で
の

統
一
教
会
設
立
、
国
の
支
配

を
意
図
す
る
カ
ル
ト
集
団
と

し
て
の
文
鮮
明
の
動
き
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
統
一
教
会

の
実
像
は
米
議
会(

フ
レ
ー
ザ
ー

委
員
会)

の
調
査
が
一
番
詳
し

い
。
「
文
鮮
明
機
関
」
と
名

付
け
、
企
業
集
団
に
準
軍
事

組
織
も
あ
る
と
報
告
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
の
政
治
と
の

係
わ
り
は
86
年
衆
参
ダ
ブ
ル

選
挙
、
信
者
で
秘
書
を
育
成

各
議
員
事
務
所
に
配
置
す
る

な
ど
、
人
脈
で
は
岸
元
首
相

の
流
れ
、
国
会
で
は
１
５
０

名
を
超
え
る
議
員
が
依
存
関

係
、
地
方
議
員
も
多
数
依
存

し
、
政
策
で
も
大
き
い
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
宗
教
団
体
解
散

命
令
を
如
何
に
す
る
か
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
統
一
教
会
問

題
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
人
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
。
共
に
頑
張
ろ
う
と

閉
め
ま
し
た
。

改
め
て
長
期
に
わ
た
り
統

一
教
会
と
自
民
党
と
の
異
常

な
依
存
関
係
の
実
態
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は

早
急
に
統
一
教
会
に
対
し
て

解
散
命
令
を
出
し
、
真
相
の

解
明
を
進
め
て
貰
い
た
い
。

我
々
有
権
者
は
選
挙
で
は
統

一
教
会
依
存
議
員
を
当
選
さ

せ
な
い
取
組
み
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
研

修
会
を
開
催

岐阜

神奈川

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

東京退連

有
田
芳
生
氏
講
演

「
統
一
教
会
と
政
治
」

加
藤
輝
雄

事
務
局
長

井
亦
廣
幸

事
務
局
長

平
木
和
裕

幹
事


